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論文要旨 
 
 本研究の目的は，グローバル化のなか目覚ましい発展を遂げる東南アジア都市の現状と
問題点を描き出すために，東南アジア都市化論を再構築することである．発展途上国にお
ける都市化の議論を概観すると，1980 年代以前は「過剰都市化論」によって都市化メカニ
ズムが説明されてきた．過剰都市化とは，労働力の需要を大幅に上回る大量の人口が農村
から都市中心部に供給される現象であり，そこから派生する貧困問題とともに取り上げら
れてきた．しかしながら，過剰都市化論は新国際分業以前の議論であったため，それ以降
に生じた工業団地の造成を核に郊外を拡大する東南アジア都市の現状に対して「誰が，な
ぜ，都市に流入するのか」という人口移動の分析に基づく都市化過程とその問題点を明ら
かにできていない． 
 この課題に対して，本研究は，1.過剰都市化論の時代と今日の社会・経済的背景の差異の
明確化（第 1 章，第 2 章），2.過剰都市化論の人口移動論としての設計思想の分析とそこか
ら導かれる分析対象の再定置（第 3章，第 4章），3.インドネシア首都ジャカルタを事例と
した都市化過程および住民の分析による理論の実証（第 5章，第 6章），という 3つのアプ
ローチによって，問題の精緻化と都市化論の再構築を行った． 
 具体的には，第 1 章では先進国にて起きたフォーディズムからポスト・フォーディズム
への移行という経済体制の変化を分析し，世界経済のなかで，とりわけ工業生産の面で途
上国の重要性が高まったことを明らかにした．同時に，過剰都市化論の時代と比べ，今日
では都市イデオロギーの変化のなかで，都市のヒエラルキーをめぐる世界的な都市間競争
が行われていることを指摘した．第 2 章では，その都市間競争の中で，他の途上国都市と
比較し，東南アジア都市が勝利し，現在の世界的な工業生産における地位を勝ち得ること
になった要因を分析し，東南アジア都市研究こそが今日，グローバル化のなかの都市を描
き出す象徴的なモデルであることを提示した．第 3 章では，第 2 章までの東南アジア都市
の発展をめぐる時代変化を組み込んだポスト過剰都市化論を構築するために，改めて過剰
都市化論のもつ人口移動論としての特徴を検討した．過剰都市化論は，その設計思想から
合理的な個人を前提におき，一国内の都鄙間格差による人口移動および都市化を想定して
いる．しかしながら，第 2 章までで言及した東南アジアの現在の発展状況を分析に組み込
むためには，世界経済のなかでの工業生産受注によって低廉な労働力が必要となり向都移
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動が起こるという，個人の選択よりも社会構造を分析する枠組みを採用し，都市化過程を
捉える必要性を指摘した．その上で，第 4 章では，従来の途上国研究が着目していた「イ
ンフォーマルセクター」から，世界経済のなかに位置づけられる東南アジア首都郊外の「工
業団地労働者」へ，分析対象を移行する必要性を指摘した．これらの理論研究とあわせて，
東南アジア最大の FDI の流入量を誇り，人口規模も東南アジア最大であるインドネシアの
ジャカルタ首都圏を事例に，その形成過程分析（第 5 章）と，郊外住人への戸別訪問調査
およびインフォーマルセクター調査を実施した．そこからインフォーマルセクターと比較
しながら工場労働者の実態を明らかにし（第 6 章），理論研究と実証研究の往還を図った．
その結果，1.工業団地で必要な大量の労働力が周辺の集落地区の安アパートなどに収容され，
郊外（新興ニュータウン・周辺集落含む）住人の大多数が外来者となっていること，2.貧困
問題とあわせて議論されてきたインフォーマルセクターよりも，むしろ短期の契約労働者
の方が低収入であり，生活状況に問題を抱えていること，という東南アジア都市化の現状
を，本調査事例から実証した． 
 以上から，1980 年代以降の東南アジア都市化は，下記 1〜6 のプロセスに収斂される．
本研究では，この分析枠組みを「過剰都市化論」にかわり，現代の東南アジア都市化の議
論を牽引する「構造化された人口移動論」として提案する． 
 
 1）オイルショック後の先進国の経済停滞，グローバル化，資本蓄積体制の転換に伴い国
家の役割が変容し，世界規模での都市ヒエラルキーをめぐる都市間競争が起こる． 
 2）先進国において産業構造が転換し，先進国の製造業は「標準化製品の大規模産業」か
ら「先端技術のクラスター産業」に移行する． 
 3）一方，東南アジア首都圏は，先進国から移転した「標準化製品の大規模産業」を戦略
的に引き受け，先進国とは異なる産業構造および資本蓄積体制にならざるをえなくな
る． 
 4）しかしながら，「安定雇用（労使協調）」から「非正規雇用増大」という雇用体制の変
化や，「ケインズ主義的福祉国家」から「規制緩和・民営化」という国家の役割の変化
といった，先進国と同様の経済体制レベルの変化が，東南アジア諸国にもたらされる． 
 5）このように，新国際分業における「標準化製品の大規模産業」という役割に伴った世
界市場からの要請を受け，東南アジア首都郊外の工業団地では，絶えず低廉な労働力
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の確保が必要となる．その結果，非正規雇用が増大する． 
 6）非正規雇用者は，長期勤務による昇給と継続年数による正規契約への移行がおきない
ように，短期間で入れ替えられる．首都周辺のデサコタ（都市農村共同体）がその供給を
支え，首都郊外の工業団地への，人口移動が起こる．同時に首都郊外地域もこの人口流入
が可能になるよう形作られていく． 
 以上のように，「構造化された人口移動」という分析枠組みは，「過剰都市化論」にかわ
り，現代の東南アジア都市化の議論を牽引するに十分たる射程をもっている． 
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「構造化された人口移動」論とインドネシア首都郊外の拡大 
――東南アジア都市化論の再構築をめざして 
 本論文は、グローバル化のなかで目覚ましい発展を遂げる東南アジア都市の現状と問題点を描
き出し、先行研究の丹念な批判的なレビューと、現地での参与観察、首都郊外の工業団地周辺の
複合開発地区の住民および露天商を対象とする量的な社会調査にもとづいて、東南アジア都市化
論の再構築をめざしたものである。全体は序章、第 1 章から第 6 章、終章の 8 章からなる。この
課題に対し、本研究は、第 1に 1950年代から定説的な位置を占めてきた過剰都市化論の時代的な
限界を指摘し、今日、グローバル化と都市間競争が激化するなかで、東南アジア都市研究が持ち
うる戦略的な重要性を確認する（序章、第 1章、第 2章）。第 2に、人口移動の説明枠組みとして
の過剰都市化論の意義と限界を論じ、首都郊外の工業団地に居住する非正規雇用の契約労働者が
都市化現象を理解する鍵となるアクターであることを指摘する（第 3章、第 4章）。第 3に、イン
ドネシアの首都ジャカルタ郊外の工業団地とニュータウンを事例に、今日の都市化過程のダイナ
ミズムを検証している（第 5章、第 6章）。 
 第 1 章ではレギュラシオン理論を都市分析に援用し、フォーディズムからポスト・フォーディ
ズムへの移行という経済体制の変化を分析した。第 2章では、「世界都市論」を援用し、新国際分
業などの視点を都市化論に組み込む手法を検討し、都市間競争の中で東南アジア都市が優位に立
ち、先進国からの工場移転によって工業生産の世界的な拠点となった諸要因を分析し、東南アジ
ア都市研究が、今日、グローバル化のなかの現代都市を描き出す象徴的なモデルであることを提
示した。第 3 章では、過剰都市化論のもつ人口移動論としての特質を検討し、農村側のプッシュ
要因ではなく、都市側のプル要因に着目して、構造的に説明すべきことを指摘した。第 4章では、
従来の途上国研究が主に着目していた、露天商などのような「インフォーマルセクター」から「工
業団地労働者」へと、分析対象を移行すべき必要性を指摘した。第 5 章では、人口規模が東南ア
ジア最大のインドネシアのジャカルタ首都圏郊外を事例に、その形成過程を分析した。第 6 章で
は、現地の研究者の協力を得て、独自に実施したジャカルタ首都圏郊外居住者への戸別訪問調査
およびインフォーマルセクターの調査にもとづいて、インフォーマルセクターと比較しながら、
郊外住人の大多数が外来者であり、とくに 2010年以降、低賃金の短期の契約労働者の流入が急増
していることなど、首都圏郊外の階層構造と地理的・階層的移動の実態を明らかにした。終章で
は全体を総括し、ジャカルタ首都圏郊外での知見を東南アジア都市化論に拡大していくにあたっ
てのさらなる理論的課題を展望した。 
 本研究は、従来支配的だった「過剰都市化論」に代わって、独自の視点から「構造化された人
口移動論」を理論的・実証的に展開する意義を持つものであり、東南アジア都市化論を刷新し、
斯界の発展に寄与するところ大なるものがある。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学
位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
